
電気でアルミ板をにじ色にする
で ん き ば ん い ろ
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タマムシ（玉虫）をご存じですか？にじ色に光って見えるきれいな昆 虫
こんちゆう

です。じつは，タマムシ自体には，何の色もついていません。外からの光を
じ た い

反射して，右のような色に見えるのです。このような色を「構造色」とい
はんしや こうぞうしよく

い，シャボン玉や，CDの面がみじかな例です。
れい

この実験では，アルミニウム板に色をつけずに，電気を使って構造色を
じつけん で ん き こうぞうしよく

再現することが目的です。
さいげん もくてき

1 アルマイト加工 タマムシ
か こ う

アルミニウム板に電気を通して，酸化皮膜を付ける(時間がかかる・・・）これを，アルマイト加工
で ん き さ ん か ひ ま く か こ う

といいます。(約20分かかります)

※ここまで，あらかじめ準備しておきます。
じゆんび

① 酸化アルミニウム結 晶による均質な被膜ができます。これは，
さ ん か けつしよう きんしつ ひ ま く

腐食に強くアルミのなべややかん，アルミサッシに応用されています。
ふしよく つよ おうよう

② 酸化アルミニウム結 晶は，右図のようにハチの巣状の構造をし
さ ん か けつしよう すじよう こうぞう

ており，中心部は空間となっています。
ちゆうしんぶ くうかん

2 ニッケルメッキ（電気を流して，にじ色に着 色する）
で ん き ちやくしよく

アルマイト加工されたアルミ板をニッケルメッキする。
か こ う

電 流の量（電気量）に比例して ，ハチの巣状の構造
でんりゆう でんきりよう ひ れ い すじよう こうぞう

（酸化皮膜）のまんなかに金属のニッケルが析 出していきます。
さ ん か ひ ま く きんぞく せきしゆつ

(実験操作) ニッケルメッキ開始
じつけんそうさ か い し

① アルミ板を固定して、電源スイッチを入れます。
でんげん

※ 電気を流したらすぐにアルミ板の着 色がはじまります。
で ん き ちやくしよく

② アルミ板を一定時間ごとに，約5mmずつ引き上げていきます。

（実際には，ラボジャッキを少しずつ下げていきます）
じつさい

なぜ色がつくの？

・表 面の凸凹によって構造色が発 色した。
ひようめん おうとつ こうぞうしよく はつしよく

一定の時間ごとにアルミ板を引き上げる操作によって，
そ う さ

ニッケルメッキの厚さが変化します。
あつ

右図のように入 射した光が，①酸化アルミニウム層を透過
にゆうしや さ ん か と う か

してアルミ板での反射光と，②ニッケル層での反射光の波長
はんしやこう そう はんしやこう はちよう

（色）がずれます。その結果，重なった波長（色）が強 調され，発 色するのです。
け つ か かさ はちよう きようちよう はつしよく
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